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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレー法によるポリウレタンエラストマーの製造に適するポリウレタン形成系であっ
て、
（ａ）イソシアネート成分であって、前記イソシアネート成分の総重量を基準として４０
～８０重量％の固形分含量と、４０００ｍＰａ・ｓ未満の２５℃における粘度とを有し、
　　（ｉ）２４～３３％のＮＣＯ含量と２～３の官能価とを有する、少なくとも１種の芳
香族ポリイソシアネートと、
　　（ｉｉ）前記（ａ）の固形分含量を得るのに十分な量で存在する、少なくとも１種の
固体フィラーと
を含んでなる、前記イソシアネート成分、及び、
（ｂ）イソシアネート反応性成分であって、前記イソシアネート反応性成分の総重量を基
準として４０～８０重量％の固形分含量と、４０００ｍＰａ・ｓ未満の２５℃における粘
度とを有し、
　　（ｉ）２５～４０のヒドロキシル数と２～４の官能価とを有する、少なくとも１種の
ポリエーテルポリオールと、
　　（ｉｉ）前記（ｂ）の固形分含量を得るのに十分な量で存在する、少なくとも１種の
固体フィラーと
を含んでなる、前記イソシアネート反応性成分
を含んでなり、
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　前記（ａ）及び（ｂ）の合計固形分含量が、前記ポリウレタン形成系の総重量を基準と
して４０～８０重量％である、前記ポリウレタン形成系。
【請求項２】
　前記ポリイソシアネートが、ポリメリックＭＤＩ、変性ＭＤＩ又はそれらの混合物であ
る、請求項１に記載の系。
【請求項３】
　前記成分（ａ）及び（ｂ）のそれぞれにおける前記固体フィラーが、硫酸バリウム及び
炭酸カルシウムから選択される、請求項１に記載の系。
【請求項４】
　前記成分（ａ）及び（ｂ）のそれぞれで使用される前記フィラーが同一である、請求項
１に記載の系。
【請求項５】
　前記フィラーが硫酸バリウムである、請求項４に記載の系。
【請求項６】
　前記固体フィラーが、前記イソシアネート成分中に５０～７０重量％の量で存在する、
請求項１に記載の系。
【請求項７】
　前記固体フィラーが、前記イソシアネート反応性成分中に５０～７０重量％の量で存在
する、請求項１に記載の系。
【請求項８】
　前記合計固形分含量が、５０～７０重量％である、請求項１に記載の系。
【請求項９】
　前記イソシアネート成分及び前記イソシアネート反応性成分のそれぞれの粘度が、３０
００ｍＰａ・ｓ未満である、請求項１に記載の系。
【請求項１０】
　前記イソシアネート成分及び前記イソシアネート反応性成分を、６０～１６０のＮＣＯ
／ＯＨ比で反応させる、請求項１に記載の系。
【請求項１１】
　前記成分（ｂ）が、６００～６６０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル数を有するアミン系
ポリエーテルポリオールをさらに含む、請求項１に記載の系。
【請求項１２】
　前記成分（ｂ）が、２２０～２６０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル数を有するプロピレ
ンオキシド系トリオールをさらに含む、請求項１に記載の系。
【請求項１３】
　前記成分（ｂ）が、６００～６６０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル数を有するアミン系
ポリエーテルポリオールをさらに含む、請求項１２に記載の系。
【請求項１４】
　請求項１に記載の系をスプレーすることを含んでなる、ポリウレタンエラストマーの製
造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スプレーエラストマー及びこれらのスプレーエラストマーの製造方法に関す
る。本発明の方法において、固体フィラーが、イソシアネート成分及びイソシアネート反
応性成分のそれぞれの中に組み込まれる。このスプレー法は、従来可能であったものより
も高い固形分含量を有するエラストマーを製造することを可能とする。本発明の方法によ
り製造されたエラストマーは、ダッシュボード絶縁体、カーペット裏地等の自動車用途に
おける吸音部品（acoustic component）として特に有用である。
【背景技術】
【０００２】
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　ポリウレタンエラストマー中に固形分を含有させると、エラストマーの物性を犠牲にす
ることなく、エラストマーのコストを低減することが可能となる。したがって、商業上、
ポリウレタンエラストマーの固形分含量をできる限り高いレベルまで増加させることが望
ましい。
【０００３】
　しかしながら、ポリウレタン形成成分の処理が困難となって商業上実行することが困難
となるので、固形分含量をそれほど高いレベルまで増加させることはできない。
【０００４】
　米国特許第６，４３２，５４３号には、自動車産業に特に適する部品を製造するための
、特定のスプレー可能なエラストマー組成物が記載されている。これらの部品は、成形さ
れたエラストマー外層と、ポリウレタンフォーム内層とを有する。エラストマーは、芳香
族ポリイソシアネート、固形分含有ポリオール、それとは別のポリオール及びその他の添
加剤の反応産物である。ポリイソシアネートを除く全ての成分の合計固形分含量は、最大
４０重量％である。この量の固形分を含有するエラストマーの硬度は、通常、７０～８５
ショアＡの範囲に制限される。しかしながら、米国特許第６，４３２，５４３号には、エ
ラストマーが４０％を超える固形分含量を有し得ることは教示されていない。
【０００５】
　現在利用可能なポリウレタンスプレーエラストマー系において、固形分は、米国特許第
６，４３２，５４３号に記載されるように、イソシアネート反応性成分中のみに組み込ま
れる。しかしながら、イソシアネート反応性成分に組み込むことができる固形材料の量は
、イソシアネート反応性成分の粘度がスプレーにとって高すぎる程度まで増加させること
ができないので、高い固形分含量（すなわち、４０％を超える固形分含量）を有するエラ
ストマーの製造は、このアプローチでは制限される。したがって、高い固形分含量を実現
するためには、固形分含有イソシアネート反応性成分と混合されるイソシアネート成分の
体積比を調整する必要がある。公知のスプレーポリウレタンエラストマー系で現在使用さ
れている体積比（すなわち、イソシアネート成分の体積に対するイソシアネート反応性成
分の体積）は、通常、１１：１～１４：１の範囲である。そのような体積比には、特別な
装置の使用が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、従来のスプレー装置を使用して実施可能な、固形分含量が４０％を超える
ポリウレタンエラストマーの製造のためのスプレー法を開発することが有利である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のある目的は、４０重量％を超える、好ましくは５０重量％を超える固形分含量
を有するスプレーポリウレタンエラストマーを提供することである。
【０００８】
　本発明の別の目的は、従来のスプレー装置を使用して実施することができる、４０％を
超える固形分含量を有するスプレーポリウレタンエラストマーを製造するためのスプレー
法を提供することである。
【０００９】
　これらの目的及び当業者に明らかなその他の目的は、スプレーされるポリウレタン形成
系のイソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分の両方の中に、フィラーを組み込
むことにより達成される。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、スプレー法によるポリウレタンエラストマーの製造のためのポリウレタン形
成系であって、ポリウレタン形成系の総重量を基準として４０～８０重量％の合計固形分
含量を有するポリウレタン形成系に関する。ポリウレタン形成系がスプレー可能であるこ
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とを保証するために、イソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分のそれぞれは、
通常、４，０００ｍＰａ・ｓ未満、好ましくは２，０００ｍＰａ・ｓ未満、最も好ましく
は１，０００ｍＰａ・ｓ未満の、２５℃における粘度を有する。ポリウレタン形成系のイ
ソシアネート成分は、４０～８０重量％の固形分含量を有することができ、（ｉ）２４～
３３％のＮＣＯ含量と２～３の官能価とを有する、少なくとも１種の芳香族ポリイソシア
ネート、及び、（ｉｉ）４０～８０重量％の固形分含量を有するイソシアネート成分を得
るのに十分な量で存在する、少なくとも１種の固体フィラーを含んでなる。本発明のポリ
ウレタン形成系のイソシアネート反応性成分は、４０～８０重量％の固形分含量を有する
ことができ、（ｉ）２５～４０のヒドロキシル数と２～４の官能価とを有する、少なくと
も１種のポリエーテルポリオール、及び、（ｉｉ）４０～８０重量％の固形分含量を得る
のに十分な量でイソシアネート反応性成分中に存在する、少なくとも１種の固体フィラー
を含んでなる。但し、イソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分の固形分含量を
合わせた合計は、ポリウレタン形成系の総重量を基準として４０～８０重量％である必要
がある。
【００１１】
　本発明のイソシアネート成分に有用である、好適なポリイソシアネート及び／又はその
プレポリマーは、約２４～約３３％、好ましくは約２８～約３３％、最も好ましくは約３
０～約３２％のＮＣＯ基含量を有する必要がある。
【００１２】
　好ましいポリイソシアネート及びそのプレポリマーの具体例としては、２４～３３％と
いう要求範囲内のＮＣＯ基含量を有する、ジフェニルメタンジイソシアネート系及びポリ
フェニルメタンポリイソシアネート系のものが挙げられる。
【００１３】
　好適なポリイソシアネートは、典型的には約１５ｍＰａ・ｓ以上、さらに好ましくは約
２０ｍＰａ・ｓ以上、最も好ましくは約２３ｍＰａ・ｓ以上の、２５℃における粘度を有
する。これらのポリイソシアネートは、典型的には５０ｍＰａ・ｓ又はそれ未満、好まし
くは４０ｍＰａ・ｓ又はそれ未満、最も好ましくは３５ｍＰａ・ｓ又はそれ未満の粘度を
有する。ポリイソシアネート（１種又は２種以上）は、これらの上限値及び下限値を任意
に組み合わせた範囲（境界も含む）の粘度を有することができる。
【００１４】
　イソシアネート成分がイソシアネートプレポリマーを含む場合、イソシアネートプレポ
リマーは、典型的には、生じるプレポリマーが２４～３３％のＮＣＯ基含量を有するよう
に、好適なポリイソシアネートをイソシアネート反応性物質と反応させることにより調製
される。これらのプレポリマーは、典型的には約３０ｍＰａ・ｓ以上、さらに好ましくは
約３５ｍＰａ・ｓ以上、最も好ましくは約４０ｍＰａ・ｓ以上の、２５℃における粘度を
有する。これらのプレポリマーは、典型的には７０ｍＰａ・ｓ又はそれ未満、好ましくは
６０ｍＰａ・ｓ又はそれ未満、最も好ましくは５０ｍＰａ・ｓ又はそれ未満の粘度を有す
る。プレポリマーは、これらの上限値及び下限値を任意に組み合わせた範囲（境界を含む
）の粘度を有することができる。
【００１５】
　イソシアネート成分として有用であると上記したポリイソシアネートのいずれも、％Ｎ
ＣＯ含量及び粘度の要件を満たすプレポリマーを製造するために使用することができ、本
発明の実施において有用である。
【００１６】
　本発明の系のイソシアネート成分として有用なイソシアネートプレポリマーを製造する
のに好適なイソシアネート反応性物質としては、例えば、２～４個、好ましくは２～３個
、最も好ましくは約３個の、イソシアネート基と反応可能な官能基を含有する有機化合物
が挙げられる。好適なイソシアネート反応性基としては、例えば、ＯＨ基、ＮＨ基、及び
ＳＨ基が挙げられるが、ＯＨ基が特に好ましい。
【００１７】
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　プレポリマーの調製に使用されるこれらのイソシアネート反応性化合物に関する好適な
分子量の範囲は、約２００以上、好ましくは約５００以上、最も好ましくは約１，０００
以上である。これらの化合物も、典型的には約７０００又はそれ未満、好ましくは約６５
００又はそれ未満、最も好ましくは約６０００又はそれ未満の分子量を有する。イソシア
ネート反応性成分は、これらの上限値及び下限値を任意に組み合わせた範囲の分子量を有
することができる。
【００１８】
　プレポリマーの調製に使用されるイソシアネート反応性物質として使用される好適な化
合物の具体例としては、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリカーボ
ネートジオール、多価ポリチオエーテル、ポリアセタール及び脂肪族チオールが挙げられ
る。ポリエーテルポリオールが好ましい。
【００１９】
　本発明のスプレー系においてイソシアネート成分として使用される特に好ましいイソシ
アネートは、低官能価ポリメリックジフェニルメタンジイソシアネート（ｐＭＤＩ）であ
る。
【００２０】
　本発明のスプレー系のイソシアネート反応性成分は、約２５～約４０、好ましくは約２
８～約３６のヒドロキシル数と、約２～約４、好ましくは約３の官能価と、４，０００ｍ
Ｐａ・ｓ未満、好ましくは２，０００ｍＰａ・ｓ未満、最も好ましくは１，０００ｍＰａ
・ｓ未満の、２５℃における粘度とを有する、少なくとも１種のポリエーテルポリオール
を含む必要がある。
【００２１】
　約２５～約４０のヒドロキシル数と２～４の官能価とを有するポリエーテルポリオール
以外のイソシアネート反応性物質は、必要に応じて、本発明の系のイソシアネート反応性
成分に含まれてもよい。これらの任意的なイソシアネート反応性化合物は、イソシアネー
ト反応性成分の２５℃における粘度を４０００ｍＰａ・ｓ以上に増加させない限り、ＮＣ
Ｏ基と反応可能な、実質的にあらゆる種類の反応性基を含有してもよい。
【００２２】
　本発明においてイソシアネート反応性成分としての使用に適するポリエーテルポリオー
ルは、当業者に公知の任意の技術によって調製することができる。好適なポリエーテルポ
リオールは、Ｈｙｐｅｒｌｉｔｅ　Ｅ－８２４、Ｍｕｌｔｒａｎｏｌ　９１１１、Ｍｕｌ
ｔｒａｎｏｌ　４０１２、Ｍｕｌｔｒａｎｏｌ　４０５０及びＡｒｃｏｌ　Ｐｏｌｙｏｌ
　ＬＨＴ－２４０という商品名で市販されている。
【００２３】
　ヒドロキシル含有ポリエステルは、必要に応じて、本発明のポリウレタン形成系のイソ
シアネート反応性成分に含まれていてもよい。好適なヒドロキシル含有ポリエステルとし
ては、例えば、必要に応じて三価アルコールが加えられていてもよい多価アルコール（好
ましくはジオール）と、多塩基性（好ましくは二塩基性）カルボン酸との反応生成物が挙
げられる。好適なポリアセタールとしては、例えば、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、４，４’－ジヒドロキシジフェニルメタン及びヘキサンジオール等のグリ
コールとホルムアルデヒドとの縮合から得られた、あるいは、トリオキサン等の環状アセ
タールの重合により得られた化合物が挙げられる。
【００２４】
　本発明のイソシアネート反応性成分に含まれていてもよいその他の任意的なイソシアネ
ート反応性物質としては、例えば、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、
ポリカーボネートジオール、多価ポリチオエーテル、ポリアセタール及び脂肪族チオール
が挙げられる。
【００２５】
　本発明の系のイソシアネート反応性成分に必要に応じて含まれていてもよい代表的なヒ
ドロキシル含有化合物に関する一般的な説明は、文献（例えば、Polyurethanes, Chemist
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ry and Technology by Saunders and Frisch, Interscience Publishers, New York, Lon
don, Volume I, 1962, pages 32-42 and pages 44-54, and Volume II, 1964, pages 5-6
 and 198-199, and in Kunststoff-Handbuch, Volume VII, Vieweg-Hochtlen, Carl-Hans
er-Verlag, Munich, 1966, on pages 45 to 71）に記載されている。
【００２６】
　本発明のイソシアネート反応性成分に含まれていてもよいその他の好適な添加剤及び助
剤としては、例えば、触媒、界面活性剤、鎖延長剤、架橋剤及び発泡剤が挙げられる。
【００２７】
　固体フィラーは、フィラーが組み込まれる成分を基準として４０～８０重量％、好まし
くは４５～７５重量％、最も好ましくは５０～７０重量％の量で、本発明のポリウレタン
形成系のイソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分のそれぞれに含まれている必
要があり、かつ、合計固形分含量（フィラーの組み込みによるもの）は、ポリウレタン形
成系の総重量を基準として４０～８０重量％、好ましくは４５～７５重量％、最も好まし
くは５０～７０重量％である必要がある。
【００２８】
　好適な固体フィラーとしては、例えば、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、固体マイクロ
スフェア、中空マイクロスフェア及びアルミナ白が挙げられる。硫酸バリウムは特に好ま
しい。フィラーの粒径は、フィラーを分散させた反応性成分が従来のスプレー装置でスプ
レー可能であるようなものである必要がある。好適な粒径の決定は当業者の能力範囲内で
ある。
【００２９】
　通常、本発明のポリウレタン形成系のイソシアネート成分及びイソシアネート反応性成
分の両方に組み込まれるフィラーは同一であるが、イソシアネート成分及びイソシアネー
ト反応性成分のそれぞれにおいて異なるフィラーを使用することが可能である。
【００３０】
　固体フィラーがイソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分に加えられた後、そ
れらの成分を、１：４～１：１、好ましくは５：１６～３：４、最も好ましくは３：８～
５：８の体積比で、当業者に公知の任意の方法で混合することができる。フィラー含有成
分同士を混合するのが遅い場合には、フィラーの分散が保証されるように、これらの成分
の一方又は両方を撹拌することが必要であるかもしれない。
【００３１】
　固体フィラーを分散させたイソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分を混合し
た後、生じたポリウレタン形成系を、従来のスプレー装置を使用して、ある表面にスプレ
ーすることができる。
【００３２】
　本発明のスプレー可能なポリウレタン形成系は、従来のスプレー装置を使用して合成物
（composite）を形成するための公知の方法のいずれにおいて使用してもよく、そのよう
な方法としては、例えば、米国特許第６，２９４，２４８号、米国特許第６，４３２，５
４３号及び米国特許第６，６４９，１０７号が挙げられる。
【００３３】
　本発明のポリウレタンエラストマーは、４０重量％を超える、好ましくは４０～８０重
量％、最も好ましくは５０～７０重量％の固形分含量によって特徴付けられる。
【００３４】
　以下の実施例によって、本発明の組成物の調製及び使用に関する詳細がさらに説明され
る。上記開示に示される本発明は、これらの実施例によって概念及び範囲のいずれも限定
されるものではない。当業者は、以下の調製方法の条件及びプロセスの公知の変更をこれ
らの組成物の調製に使用可能であることを容易に理解するであろう。別段規定する場合を
除き、全ての温度は℃であり、全ての部及び％は、それぞれ、重量部及び重量％である。
【実施例】
【００３５】



(7) JP 6069576 B2 2017.2.1

10

20

実施例１－６：粘度試験
　４種類の異なるイソシアネート成分に、硫酸バリウム又は炭酸カルシウムの一方を５０
％、６０％及び７０％の濃度で混合（fill）した。次いで、混合後直ちに、６時間後に（
測定前に２分間混合する）、及び、２４時間後に（測定前に２分間混合する）、これらの
混合されたイソシアネート成分のそれぞれの粘度を測定した。測定された粘度を表１に示
す。許容できないほど高い粘度はアスタリスク（＊）で示される。
【００３６】
　この試験で使用されたイソシアネートは、以下の通りである。
ＩＳＯ　Ａ：ＮＣＯ含量が２９．９％、官能価、かつ、２５℃の粘度が５０ｍＰａ・ｓで
ある、変性モノメリック４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（Ｂａｙｅｒ　Ｍ
ａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｍｏｎｄｕｒ　ＣＤで市販されている
）。
【００３７】
ＩＳＯ　Ｂ：ＮＣＯ含量が３２．５％、官能価が２．３、かつ、２５℃の粘度が２９ｍＰ
ａ・ｓである、ジフェニルメタンジイソシアネート（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃ
ｉｅｎｃｅから商品名Ｍｏｎｄｕｒ　１４８８で市販されている）。
【００３８】
ＩＳＯ　Ｃ：ＮＣＯ含量が３１．２％、官能価が２．２４、かつ、２５℃の粘度が４０ｍ
Ｐａ・ｓである、５０部のＩＳＯ　Ａと５０部のＩＳＯ　Ｂとの混合物。
【００３９】
ＩＳＯ　Ｄ：ＮＣＯ含量が３１．５％、官能価が２．８、かつ、２５℃の粘度が２００ｍ
Ｐａ・ｓである、ポリメリックジフェニルメタンジイソシアネート（Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔ
ｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｍｏｎｄｕｒ　ＭＲで市販されている）。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
実施例５－６：スプレーエラストマーの製造
　以下の材料を、本発明に従って、４０％を超える固形分含量を有するスプレーエラスト
マーを製造するために使用されたイソシアネート反応性成分に含有させた。
【００４２】
ポリオールＡ：ヒドロキシル数が３６ｍｇＫＯＨ／ｇ、かつ、官能価が約３である、ポリ
オール（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｈｙｐｅｒｌ
ｉｔｅ　Ｅ－８２４で市販されている）。
【００４３】
ポリオールＢ：ヒドロキシル数が３７０ｍｇＫＯＨ／ｇである、ポリプロピレンオキシド
系トリオール（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｍｕｌ
ｔｒａｎｏｌ　４０１２で市販されている）。
【００４４】
ポリオールＣ：ヒドロキシル数が２３８ｍｇＫＯＨ／ｇである、ポリプロピレンオキシド
系トリオール（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ａｒｃ
ｏｌ　Ｐｏｌｙｏｌ　ＬＨＴ－２４０で市販されている）。
【００４５】
ポリオールＤ：ヒドロキシル数が２８ｍｇＫＯＨ／ｇである、エチレンオキシドで特別に
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変性したポリプロピレンオキシド系ジオール（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎ
ｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｍｕｌｔｒａｎｏｌ　９１１１で市販されている）。
【００４６】
ポリオールＥ：ヒドロキシル数が６３０ｍｇＫＯＨ／ｇである、アミン系四官能性ポリエ
ーテルポリオール（Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｍ
ｕｌｔｒａｎｏｌ　４０５０で市販されている）。
【００４７】
顔料：Ｃｏｌｏｒｍａｔｃｈ　ＤＲ－０２１７（黒色）として知られている着色剤を含有
する、カーボンブラック顔料。
【００４８】
Ｂａｙｔｅｃ　５０５：ジエチルトルエンジアミン（ＤＥＴＤＡ）（Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔ
ｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商品名Ｂａｙｔｅｃ　５０５で市販されている芳
香族ジアミン）。
【００４９】
Ｄａｂｃｏ　Ｔ－１２：ポリウレタン触媒として使用される、高沸点オルガノすず化合物
（ジラウリン酸ジブチルすず）（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓ，　Ｉｎｃ．から市販されている）。
【００５０】
Ｄｙｔｅｋ　Ａ：メチル分岐５－炭素鎖ジアミン（２－メチルペンタメチレンジアミン）
（Ｉｎｖｉｓｔａから市販されている）。
【００５１】
フィラー１：イソシアネート反応性成分に添加された硫酸バリウム。
【００５２】
フィラー２：イソシアネート成分に添加された硫酸バリウム。
【００５３】
　イソシアネート反応性成分を製造するために使用された材料を、表２に示す量で混合し
た。次いで、１６６ｇの硫酸バリウムをイソシアネート反応性成分に添加して、固形分含
量が６０％であるイソシアネート反応性成分を得た。
【００５４】
　その後、８３ｇの硫酸バリウムを、表２に示すイソシアネートに加えて、固形分含量が
６０％であるイソシアネート成分を得た。
【００５５】
　その後、イソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分を、体積比１：２（イソシ
アネート成分：イソシアネート反応性成分）で混合した。イソシアネート反応性成分は、
ポリオールＡ、ポリオールＢ、ポリオールＣ、ポリオールＤ又はポリオールＥ、顔料、Ｂ
ａｙｔｅｃ　５０５、Ｄａｂｃｏ　Ｔ－１２、Ｄｙｔｅｋ　Ａ及びフィラー１で構成した
。イソシアネート成分は、ＩＳＯ　Ｂ又はＩＳＯ　Ｃ及びフィラー２で構成した。
【００５６】
　イソシアネート成分及びイソシアネート反応性成分を混合することにより形成されたポ
リウレタン形成系の合計固形分含量並びにポリウレタン形成系の各成分の粘度を表２に示
す。次いで、このポリウレタン形成系を、加熱したアルミニウム表面にスプレーして、試
験サンプルを調製した。
【００５７】
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【表２】

【００５８】
　以上、説明の目的で本発明を詳細に記載したが、特許請求の範囲で限定される場合を除
き、それらの詳細は単に説明の目的であり、本発明の概念及び範囲から離れることなく当
業者はそれらに変更を加えることができると理解されるべきである。
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